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「トコトコ歩いて行きたい」観光特産品協会オススメのよかとこ（良いところ）をご紹介！
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Facebook
志布志市消費生活相談
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志布志市
地域おこし協力隊

Blog「わたしの、しぶし」
地域おこし協力隊　谷村隊員が運営中！
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～今月のイベント～

志布志市観光特産品協会

shibushi

　ぽっぽマルシェ

日時：偶数月第一日曜日

　　　10：00 ～ 16：00　

場所：志布志駅前イベント広場

問い合わせ先：

市総合観光案内所　℡ 472-2224

志布志市ポータルサイト
イベントや行政情報、最新の話題は
「しぶしトピックス」で情報発信！

02　�よかとこトコトコ

04　【特集】特色ある教育活動

　　地域が育む「かごしまの教育」県民週間

12　第 55 回社会人サッカー選手権大会　ほか

14　まちの話題

16　保健師・栄養士メモ

17　健康カレンダー　日曜・祝日当番医

18　お知らせ・募集

20　�平成 30 年度志布志市人事行政の運営等の状況に
ついて公表します

22　市役所からの大事なお知らせ

24　エコ通信

25　知って納得！国民健康保険

28　図書館へ行こう。ほか

31　市民のこえ・市長コラム

33　うぶごえ・おくやみ

36　暮らしのカレンダー・水道修繕当番店　ほか

　
　

志
布
志
駅
前
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
偶
数

月
の
第
一
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
て
い
る

shibushi

ぽ
っ
ぽ
マ
ル
シ
ェ
。
平
成
27
年

12
月
に
14
店
舗
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、″
緑

あ
ふ
れ
る
自
然
・
こ
こ
に
来
な
い
と
な
い

も
の
〟
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
小
物
や
革
細

工
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど

の
雑
貨
屋
や
地
元
の
飲
食
店
舗
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
料
理
、
こ
だ
わ
り

の
飲
み
物
が
い
た
だ
け
る
店
舗
な
ど
幅
広

い
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
毎
回
ど
ん
な
お
店
が

並
ぶ
の
か
楽
し
み
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
お

店
の
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
は
ぽ
っ
ぽ

マ
ル
シ
ェ
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
！

※
32
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

《イベント》線路でマルシェをはしごしよう♪

　つながるマルシェ　　日時：12月１日（日）
　“shibushi ぽっぽマルシェ ”と串間駅（路面電車前）の “ でんしゃでマルシェ ”（11

時～ 17 時）を JR 日南線に乗ってはしごして楽しむ “ つながるマルシェ ”が今年

も開催されます。両方のマルシェで買い物された方を対象とした抽選会や記念乗

車証を発行予定。ぜひお越しください！

今月のプレゼント

　今月の表紙は、10

月 20 日に開催され

た伊﨑田相撲に出場

した伊﨑田中学校の

男子生徒らの練習風

景です。生徒たちは

本番に向けて一生懸

命練習に取り組みま

した。
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特
集
　
特
色
あ
る
教
育
活
動

　
　
　
地
域
が
育
む
「
か
ご
し
ま
の
教
育
」
県
民
週
間

　

本
市
に
は
現
在
、
市
立
幼
稚
園
が
１
園
、
小

学
校
が
16
校
、
中
学
校
が
５
校
あ
り
、
ど
の
幼

稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
に
も
地
域
と
の
つ
な

が
り
、
伝
統
歴
史
な
ど
独
自
性
の
あ
る
、
他
の

学
校
で
は
や
っ
て
い
な
い
「
特
色
あ
る
教
育
活

動
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の

取
組
の
中
か
ら
、
伊
﨑
田
中
学
校
の
伊
﨑
田
相

撲
化
粧
ま
わ
し
作
り
、蓬
原
小
学
校
の
棒
踊
り
、

有
明
小
学
校
の
食
農
教
育
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

ま
し
た
。

　

11
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
１
週
間
は
、
地

域
が
育
む
「
か
ご
し
ま
の
教
育
」
県
民
週
間
で

す
。
こ
の
週
間
は
、
少
子
・
高
齢
化
、
高
度
情

報
化
、
い
じ
め
・
不
登
校
問
題
、
基
礎
学
力
の

揺
ら
ぎ
な
ど
教
育
に
お
け
る
時
代
的
・
社
会
的

課
題
を
踏
ま
え
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
の

よ
り
一
層
の
連
携
と
協
力
の
下
で
、
県
民
一
人

ひ
と
り
が
鹿
児
島
の
教
育
に
つ
い
て
考
え
る
機

運
を
高
め
、
教
育
の
充
実
と
発
展
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
設
け
ら
れ
、
保
護
者
・
地
域
住
民
へ

の
学
校
の
開
放
な
ど
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
１
日
～
７
日
（
こ
の
週
を
含
む
前
後
３

週
間
）
の
県
民
週
間
に
行
わ
れ
た
活
動
や
、
こ

の
市
報
を
読
ん
で
か
ら
で
も
間
に
合
う
行
事
を

ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鹿児島県のホームページもチェック！

【特色ある教育活動】

　県内の公立小・中・義務教育・高等学校および特別
支援学校で実施される教育活動を掲載しています。

【地域が育む「かごしまの教育」県民週間】

　これまでの県民週間で行われた行事などの紹介と、
県民週間を普及させるために実施されたポスター原画・
標語入賞作品を掲載しています。

伊﨑田相撲 111 回の歴史

　「伊﨑田相撲のことについてもっと知り
たい！」と思い、お話を伺ったのは菅間良
信さん、御年 85 歳。伊﨑田相撲の四代目
の立行司をされています。
　この特集に合わせて、伊﨑田相撲と菅間
さんの歴史についてお話を伺いました。

菅間　良信さん（写真中央）　

　伊﨑田相撲は、明治 41 年（1908）に
発布された戊

ぼしんしょうしょ

辰詔書【日露戦争後の社会の
乱れを是正し、国民の奢

し ゃ し

侈（おごり）を戒め、
一致団結することを諭すもの。参考：国立
公文書館】により、当時の在郷軍人（退役
兵士）の方々が、天

て ん か た い へ い

下泰平・五
ごこくほうじょう

穀豊穣を願
い行った相撲行事が始まりで、以降地元の
青年団や消防団、そして公民館（実行委員
会）が中心となり開催されてきたそうです。
　菅間さんは、20 歳のときに青年団に入
り、選手として活躍。当時中学生～ 25 歳
で構成された青年団員は４地区全体で 100
人以上。地区ごとでたった６人（補欠を含
む）しか出場できないため、伊﨑田相撲の
時期になると、地域それぞれで毎晩のよう
に練習に励んだそうです。
　選手として、時には後輩に胸を貸すため、
伊﨑田相撲にずっと携わってきた菅間さん
ですが、昭和 52 年に相撲の審判の免許を
取得し、昭和 57 年から現在に至るまで４
代目の立行司として活躍。平成 10 年から
東串良町の柏原相撲で、平成 13 年からは
吾平町の宮下相撲でも行司として活躍され
ています。→６ページに続く
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指導される中之内さん（写真左）

　また、菅間さんの「相撲が大好きで、好
きなことは極めてみたい」との思いから、
昭和 60 年から勉強し始めたのが相撲甚

じ ん く

句
でした。相撲甚句とは、相撲の土俵で力士
などが披露する甚句（日本民謡の一種）の
ことです。菅間さんは、平成 19 年に伊﨑
田相撲 100 周年を祝い、伊﨑田相撲の成
り立ちを歌詞にした「伊﨑田甚句」を完成
させました。この甚句が書かれた額板は、
菅間さんの行司歴 30 周年を祝い平成 24
年に伊﨑田小学校の校庭にある土俵に飾ら
れています。菅間さんはこのほかにも地元
出身力士である千代丸関、千代鳳関の十両
昇進祝賀会でそれぞれの甚句を作成し、披
露されたそうです。
　そして、平成 29 年の第 109 回目では「祖
父行司・子、孫力士、ひ孫」の親子４世代
で土俵に上がり、そのことが新聞に掲載さ
れました。「伝統行事が続いていることと、
子どもたちが相撲に携わってくれているこ
とが嬉しい」と話されました。

　

中
之
内
さ
ん
は
、
７
年
く
ら
い
前
か
ら
、

こ
の
化
粧
ま
わ
し
作
り
を
中
学
生
に
教
え
て

い
ま
す
。
中
之
内
さ
ん
の
娘
さ
ん
（
長
女
）

が
化
粧
ま
わ
し
を
作
っ
て
い
た
当
時
は
、
各

家
庭
で
作
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
家
で
作
業

す
る
娘
さ
ん
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
な
が
ら
作
っ

た
化
粧
ま
わ
し
が
評
判
が
良
く
、
数
年
後
、

娘
さ
ん
に
教
え
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
が
あ

り
、
代
わ
り
に
中
之
内
さ
ん
が
指
導
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
指
導
し

始
め
た
当
時
は
、
化
粧
ま
わ
し
が
前
掛
け
の

よ
う
な
形
に
な
っ
て
お
り
、
少
し
で
も
昔
の

よ
う
に
し
よ
う
と
、
生
徒
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
そ
う
で
す
。「
生
徒

た
ち
へ
の
伝
え
方
が
毎
年
難
し
い
と
感
じ
ま

す
」
と
話
す
中
之
内
さ
ん
。
今
年
は
大
相
撲

の
化
粧
ま
わ
し
の
よ
う
な
力
強
い
作
品
が
多

い
た
め
、
「
化
粧
ま
わ
し
の
審
査
結
果
が
楽

し
み
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

【主な制作手順】
●絵を選ぶ・図案作成　
●布の準備　
●図案を布に写す・色を塗る
●�毛糸を編む
●�装飾を工夫する
　（折紙、和紙、ビーズなど）
●名前を切り抜く

伊
﨑
田
中
学
校
【
化
粧
ま
わ
し
作
り
】

　

化
粧
ま
わ
し
は
、
伊
﨑
田
相
撲
当
日
、
中

学
３
年
生
の
男
子
が
身
に
付
け
て
土
俵
に
上

が
り
、
今
年
は
７
枚
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

１
～
３
年
生
の
男
女
混
合
チ
ー
ム
で
、
５
月

か
ら
図
案
作
成
を
行
い
ま
し
た
。
６
月
と
７

月
に
化
粧
ま
わ
し
作
り
を
教
え
て
く
だ
さ
る

中
之
内
さ
ん
の
指
導
を
受
け
、
10
月
に
よ
う

や
く
完
成
し
ま
し
た
。

　

生
徒
か
ら
は
「
色
塗
り
や
毛
糸
を
編
む
の
が

難
し
く
完
成
す
る
か
不
安
だ
っ
た
。
最
高
の
作

品
が
で
き
、
い
い
思
い
出
に
な
っ
た
」
な
ど
の

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

小学１年生も力強く相撲を取りました！

赤ちゃん土俵入りを行った 12 組のご家族

伊﨑田相撲当日【10 月 20 日】

伊﨑田相撲当日【10 月 20 日】▲
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有
明
小
学
校
【
食
農
教
育
】

【
活
動
内
容
】

１�

・
２
年
生　

さ
つ
ま
い
も
の
栽
培

３
年
生　
　

大
豆
栽
培
・
豆
腐
作
り

４
年
生　
　

と
う
も
ろ
こ
し
の
栽
培

５
年
生　
　

米
作
り

６
年
生　
　

腐
葉
土
作
り

　

５
年
生
の
稲
刈
り
を
取
材
し
た
当
日

は
、
５
年
生
の
児
童
に
加
え
、
児
童
の
保

護
者
も
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

５
年
生
の
保
護
者
で
も
あ
る
川
畑
さ
ん

が
児
童
ら
に
、
鎌
を
使
っ
て
稲
を
刈
る
方

法
や
刈
っ
た
稲
を
掛
け
干
し
す
る
た
め
に

束
ね
る
方
法
を
指
導
し
ま
し
た
。
鎌
を

使
っ
て
う
ま
く
稲
を
刈
れ
な
い
児
童
ら

も
、
保
護
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
少
し
ず
つ

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

校
内
で
掛
け
干
し
た
稲
は
、
有
明
農
業

歴
史
資
料
館
に
運
び
、
昔
使
わ
れ
て
い
た

道
具
を
使
っ
て
脱
穀
し
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
お
米
は
、
11
月
に

国
立
大
隅
青
少
年
自
然
の
家
で
行
う

集
団
宿
泊
学
習
の
際
に
、
自
分
た
ち

で
炊
飯
し
て
食
べ
る
予
定
だ
そ
う
で
す
。　

学 校 名 活 動 名 活 動 内 容
森山小学校 ふれあい活動 地域の方とグラウンドゴルフを通して交流を深める。
志布志中学校 地域の人材を活用した郷土学習 地域の方による環境学習、歴史講話、産業講話、３年生面接指導
伊﨑田小学校 折鶴献納 戦争犠牲者慰霊塔に全児童・保護者が折った千羽鶴を奉納。
野神小学校 子ども人権プロジェクト 県人権同和教育課の職員が、人権同和教育の観点から講話を行う。
通山小学校 ウミガメ卵採取等 ウミガメ保護員の指導により、産卵した卵を採取～孵化（校内）～放流。
原田小学校 田植え １～６年生全校児童で田植えを行う。
有明中学校 生徒会遠足 自然に親しみ、レクリエーション活動を通して生徒と教師の交流を図る。
宇都中学校 ネット安全教室 ネット依存、ネットいじめ、個人情報漏えいなど生徒に迫る危険の実態を学習。

市内小・中学校　特色ある教育活動（一部）
学 校 名 活 動 名 活 動 内 容

松山小学校 いろは歌暗唱 日新公いろは歌の新旧テストに取り組む。
泰野小学校 どろんこ大会 休耕田で大人も子どもも一緒になってレースや綱引きなどを行う。
尾野見小学校 地域懇談会 PTA 保健テーマの一家庭一家訓の取組状況について情報交換を行う。
松山中学校 お弁当の日 生徒各自による手作り弁当を持参。食に関する学習も行う。
志布志小学校 着衣水泳 夏休み前に水難事故防止のため、各学級で着衣水泳を行う。
香月小学校 しぶしの日 郷土志布志について、地理、歴史、文化など地域の良さを学習。
潤ケ野小学校 しいたけ栽培 しいたけの駒打ち～収穫～干ししいたけに加工、潤ヶ野ふるさと自慢市で販売。
安楽小学校 交流学習 ６年生が牧之原養護学校を訪問し、交流を深める。
田之浦小学校 収穫体験 校区内で栽培されているパッションフルーツの収穫体験。

蓬
原
小
学
校
【
蓬
原
中
野
棒
踊
り
】

　

蓬
原
小
学
校
で
は
、
15
年
く
ら
い
前
か

ら
４
年
生
～
６
年
生
が
蓬
原
中
野
棒
踊
り

保
存
会
の
指
導
を
受
け
て
、
小
学
校
・
校

区
公
民
館
合
同
運
動
会
で
棒
踊
り
を
披
露

し
て
い
ま
す
。
練
習
は
９
月
初
旬
に
ス

タ
ー
ト
。
過
去
の
運
動
会
で
披
露
さ
れ
た

棒
踊
り
の
ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら
練
習
を
始

め
ま
し
た
。
特
に
４
年
生
は
踊
る
こ
と
が

初
め
て
の
た
め
、
上
級
生
で
あ
る
６
年
生

が
教
え
な
が
ら
、
徐
々
に
覚
え
て
い
き
ま

す
。
棒
踊
り
で
使
う
棒
に
は
１
２
０
㎝
く

ら
い
の
長
尺
棒
と
１
０
０
㎝
く
ら
い
の
短

尺
棒
の
２
種
類
あ
り
、
外
側
の
パ
ー
ト
が

長
尺
、
内
側
の
パ
ー
ト
が
短
尺
の
棒
を
使

い
ま
す
。

　

指
導
に
あ
た
る
保
存
会
の
中
原
さ
ん

は
、「
今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
昔
の
よ
う

に
木
の
棒
を
使
っ
て
遊
ぶ
機
会
が
あ
ま
り

な
い
た
め
、
棒
の
使
い
方
を
教
え
る
の
が

難
し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
運
動
会
前

に
は
、
保
存
会
の
皆
さ
ん
が
直
接
指
導
に

あ
た
り
、
動
き
や
棒
の
使
い
方
を
一
緒
に

踊
り
な
が
ら
丁
寧
に
教
え
て
い
ま
し
た
。

運
動
会
当
日
は
、
色
鮮
や
か
な
帯
が
ひ
ら

め
く
は
っ
ぴ
姿
で
、
中
原
さ
ん
の
生
歌
に

合
わ
せ
て
踊
り
ま
し
た
。
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学校名・連絡先 行事・日時 内 容

尾野見小学校

℡ 487-8615

読書集会

11 月 15 日（金）

園児を招待し、おすすめの本の紹介やボランティアグループ「かみふうせん」に

よるパネルシアターを行います。

香月小学校

℡ 472-0246

公民館文化祭・バザー

11 月 17 日（日）

香月地区公民館文化祭（香月小体育館）と PTA バザーを開催します。文化祭では

香月小学校４年生が合奏・合唱を披露します。

伊﨑田小学校

℡ 474-0624

校内読書祭り

11 月 22 日（金）

全校児童や保護者（親子読書会など）を対象に、市立図書館の方による読み聞か

せを行います。

野神小学校

℡ 475-0002

学習発表会

11 月 15 日（金）
保護者や地域の方を招待して、全校で学習発表会を実施します。

読書まつり

11 月 20 日（水）

読書感想画・感想文の発表や児童による読み聞かせを実施します。

（くもの糸パネルシアターを実施予定）

原田小学校

℡ 475-0004

1・2 年生秋祭り

11 月 22 日（金）

保護者や園児を招待し、みこしを担いで校内を練り歩いたり、さまざまなゲーム

コーナーや手作りおもちゃ屋さんを企画し秋祭りを実施します。

山重小学校

℡ 475-0055

そばの実刈り取り

11 月 16 日（土）

育てたそばの実を PTA・地域の方々と一緒に刈り取る活動です。（やましげ土曜

広場で実施）※天候により予定変更となる場合があります。

宇都中学校

℡ 475-0115

道徳の授業公開

11 月 15 日（金）

保護者や地域の方々に、各学級の道徳の授業を公開します。宇都中学校では全て

の教員が関わるローテーション道徳の実践研究を行っています。

　

本
市
教
育
行
政
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
志
」
の
心
は
、
教
育
に
よ
り
育
ま
れ

る
も
の
で
あ
り
、
親
か
ら
子
へ
伝
え
る

も
の
、
家
庭
や
学
校
・
地
域
社
会
で
の

生
活
を
通
し
て
育
ま
れ
る
も
の
で
す
。

平
成
27
年
度
か
ら
道
徳
教
育
総
合
支
援

事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
学
校
や
地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
道
徳
教
育
の
取

組
の
工
夫
や
「
特
別
の
教
科　

道
徳
」

の
時
間
の
指
導
方
法
改
善
を
図
る
こ
と

で
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
や
協

力
に
よ
る
道
徳
教
育
の
充
実
に
取
り
組

み
、
道
徳
教
育
に
関
す
る
教
職
員
の
資

質
向
上
と
市
民
の
理
解
と
意
識
の
向
上

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
地
域
が

育
む
「
か
ご
し
ま
の
教
育
」
県
民
週
間

は
も
ち
ろ
ん
、
道
徳
教
育
の
推
進
を
図

る
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
が
各
学
校
で
実
施

さ
れ
ま
す
。
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
お
近
く
の
学
校
へ
見
学
に
い
ら
し

て
く
だ
さ
い
。

志布志市教育委員会

　学校教育課　吉永参事

まだ間に合う！　地域の皆さんも参加可能♪

地域が育む「かごしまの教育」県民週間　関連行事

山
重
小
学
校
　【
幼
小
交
流
事
業
】

　

山
重
小
学
校
で
は
、
年
間
を
通
し
て

隣
接
す
る
山
重
幼
稚
園
の
園
児
ら
と
交

流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　【
活
動
内
容
（
予
定
も
含
む
）】

１

年

生　

プ
ー
ル
で
遊
ぼ
う

　
　
　
　
　
　

新
入
生
体
験
入
学

１�

・
２
年
生　

芋
植
え
、
焼
き
芋
大
会

２

年

生　

本
を
読
ん
で
あ
げ
よ
う

３�

・
４
年
生　

花
を
植
え
よ
う

　
　
　
　
　
　

節
分
を
楽
し
も
う

５�

・
６
年
生　

マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

５
月
、
山
重
小
学
校
の
１
・
２
年
生

と
山
重
幼
稚
園
の
園
児
が
、
地
域
の
方

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
小
学
校
内
の

畑
に
芋
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。
小
学
生

と
園
児
が
一
緒
に
な
っ
て
、
作
業
を
進

め
ま
し
た
。

　

秋
に
は
収
穫
も
一
緒
に
行
い
、
収
穫

し
た
芋
は
、
幼
稚
園
で
は
保
護
者
も
参

加
し
て
お
菓
子
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
小
学
校
で
は
12
月
の
焼
き
芋
大

会
で
園
児
と
一
緒
に
お
い
し
く
い
た
だ

く
そ
う
で
す
。

地域が育む
「かごしまの教育」県民週間
　11月１日～７日（この週を含む前後３週間）の県民
週間には、児童・生徒の保護者はもとより、地域の皆さ
んにも学校の様子を知ってほしいと、学校自由参観や文
化祭、地域団体とスポーツや昔遊びを通して交流を行う
行事などが計画されます。また、その行事内容をお知ら
せするポスターも、各校作成しています。

尾
野
見
小
学
校

野
神
小
学
校

志
布
志
小
学
校

　

志
布
志
小
学
校
で
は
、
地
域
が
育
む

「
か
ご
し
ま
の
教
育
」
県
民
週
間
の
行

事
と
し
て
、
学
校
自
由
参
観
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
と
の
意
見
交
換
会
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

11
月
１
日
に
実
施
さ
れ
た
意
見
交
換

会
で
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆

さ
ん
が
、
学
校
か
ら
学
校
経
営
な
ど
に

関
す
る
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
各
ク
ラ

ス
を
回
り
授
業
の
様
子
を
見
学
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
地
域
で
の
児
童
ら
の
様

子
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
会
に
参
加
さ
れ
た
民
生
委

員
の
森
山
さ
ん
は
「
学
校
の
取
組
に

よ
っ
て
、
登
下
校
中
の
児
童
た
ち
は
元

気
に
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
ま
す
。
勉
強

の
仕
方
や
児
童
数
が
少
な
く
な
っ
た
こ

と
な
ど
、
昔
と
違
う
な
と
感
じ
る
と
こ

ろ
も
多
い
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

《学校自由参観 参加者の声》
娘に教えてもらい、孫の授業の様

子を見に初めて参加しました。児

童たちは活発で可愛らしく来年も

また参加したいです。

　　　　　　　永吉さんご夫妻
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10
月
12
日
、
13
日
の
２
日
間
、
志
布
志
運
動

公
園
陸
上
競
技
場
と
し
お
か
ぜ
公
園
で
第
55
回

全
国
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
来
年
10
月
に
本
市

で
開
催
さ
れ
る　

燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体　

サ
ッ
カ
ー
競
技
（
成
年
男
子
）
の
リ
ハ
ー
サ
ル

大
会
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
会
に
は
、
全
国
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
連
盟
に

加
盟
し
各
地
方
大
会
を
勝
ち
抜
き
選
ば
れ
た

チ
ー
ム
と
開
催
県
枠
の
合
計
32
チ
ー
ム
が
出

場
。
本
市
と
霧
島
市
、
南
さ
つ
ま
市
の
３
市
８

会
場
で
試
合
が
行
わ
れ
、
本
市
の
会
場
で
あ
る

志
布
志
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
と
し
お
か
ぜ
公

園
で
は
、
１
回
戦
と
２
回
戦
、
９
試
合
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
志
布
志
高
校
と
尚
志
館

高
校
の
生
徒
と
串
間
市
の
中
学
生
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ムASPIRARS FC

が
会
場
ア
ナ
ウ
ン
ス

や
ボ
ー
ル
パ
ー
ソ
ン
な
ど
の
競
技
補
助
員
と
し

て
活
躍
し
ま
し
た
。

　

競
技
会
場
外
で
は
、
来
場
者
を
お
も
て
な
し

す
る
た
め
の
特
産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
や
マ
ル

シ
ェ
、
黒
豚
三
昧
丼
と
う
な
丼
の
振
る
ま
い
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
も
楽
し
め
る

キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト
や
サ
ッ
カ
ー
観
戦
ク
イ
ズ

な
ど
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

来
年
開
催
さ
れ
る
か
ご
し
ま
国
体
サ
ッ
カ
ー

競
技
（
成
年
男
子
）
は
、
令
和
２
年
10
月
８
日

～
11
日
に
同
会
場
で
、
そ
し
て
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
歴
史
探
訪

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
５
月
17
日
（
日
）
に
開
催
さ

れ
ま
す
。　種目名 氏名 学校 記録

５年女子走り高跳び 福原　未祐 志布志 110

５年男子走り高跳び 石原　旦陽 山重 120

６年女子走り高跳び 米山　ルナ 志布志 115

６年男子走り高跳び 青山　和樹 志布志 125

５年女子走り幅跳び 山野　蒼空 香月 371

５年男子走り幅跳び 橋口　悠貴 志布志 351

６年女子走り幅跳び 圖師　蒼唯 原田 349

６年男子走り幅跳び 上野　侑磨 蓬原 416

志布志市小学校陸上記録会結果
　10 月 16 日、志布志運動公園陸上競技場で開催
された小学校陸上記録会の各種目１位の記録を掲

載します。新は新記録、 新タイは新記録タイ

種目名 学校 記録

５年女子 400 ｍリレー 通山 1’01”8

５年男子 400 ｍリレー 志布志 1’02”9

混成オープン 400 ｍリレー 原田 1’02”3

６年女子 400 ｍリレー 香月・尾野見 1’02”4

６年男子 400 ｍリレー 志布志 58”1

種目名 氏名 学校 記録

６年女子 60 ｍハードル 新越　菜未 野神 11”1

６年男子 60 ｍハードル 八木　稜希 志布志 10”4

５年女子 100 ｍ 佐々木　璃緒奈 通山 15”4

５年男子 100 ｍ 吉國　陽真人 山重 15”5

６年女子 100 ｍ 加世田　春花 尾野見 15”4

６年男子 100 ｍ 稲付　蓮斗 有明 14”1

新

新

【第 75 回国民体育大会サッカー競技リハーサル大会】　

第 55回全国社会人サッカー選手権大会
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　　写真展参加者から寄附金贈呈　　　　　

　2019 九州写真師会連盟大会が本市で開催され、
参加者から子育て支援に役立ててほしいと寄附金の
贈呈がありました。大会で撮影された写真は今月
25 日までサンポートしぶしアピアに展示されます。

９/19

　　地域・環境に優しい設備を導入　　　　　

　有明町の株式会社サンコーが、砕石場で発生する
粉塵を少なくすることができる大型環境集塵装置を
設置することになり、その式典を行いました。県内
の採石・生コン製造業では初めてとのことです。

９/26

　　９月 23 日は不動産の日　　　　　

　公益社団法人鹿児島県宅地建物取引業協に加盟す
る事業所が、志布志運動公園周辺の環境保全活動と
して、花壇の草取りや歩道の清掃活動を行いました。
この活動は今年で 15 回目になります。

９/26

　　市民一体となった交通安全運動　　　　　

　交通安全 1,000 人街頭立哨パレードが開催され、
市内の国道 220 号線と県道 110 号線沿いに市民や
地元企業の従業員、関係機関約 2,000 人が参加し、
交通安全を呼びかけました。

９/26

　　しぶしＩＫＩＩＫＩ夢発見塾　　　　　

　市文化会館にてしぶしＩＫＩＩＫＩ夢発見塾が開
催され、福留 強 聖徳大学名誉教授の基調講演、九
州の市民大学代表によるパネル討議、創年市民大学
生が作った本格芋焼酎「創年の志」に関する座談会、
懇親会があり、交流を深めました。

９/28

　　夏井―志布志 着工式　　　　　

　東九州自動車道日南・志布志道路の志布志区間着
工式が夏井インターチェンジ（仮称）の建設予定地
で行われました。式では着工を記念して参加者と地
元こども園の園児らがくわ入れを行いました。

10/５

　　電車の乗り方教室　　　　　

　約 80 人が参加。志布志町ＳＬ保存会の宮内さん
が、駅係員がいない駅から乗るときの方法などを参
加者それぞれに教えました。参加者の中には、今回
初めて電車に乗った子どもたちも多くいました。

10/６

　　早めのライト点灯を！　　　　　

　有明町伊﨑田の県道脇で（公財）鹿児島県交通安
全協会志布志地区協会の会員らが、３

サン

ライト運動を
呼びかけるキャンペーンを行いました。通行する運
転手に早めのライト点灯を呼びかけました。

10/10

　　文化財の清掃活動　　　　　

　志布志文化財愛護会が、志布志町の大慈寺宝物庫
周辺と松山町の銭ヶ迫一里塚周辺の除草作業を行い
ました。同会は歴史・文化を後世に伝えるため、地
域の文化遺産の保護活動に取り組んでいます。

10/16

　　10 月４日はいわしの日　　　　　

　志布志漁業協同組合が、特別養護老人ホームの小
松の里、やっちく、賀寿園に志布志湾産のちりめん
を贈呈しました。ちりめんを食べて元気に過ごして
ほしいと、同組合は各施設に毎年贈呈しています。

10/10

　　地域の安心・安全を守る防犯運動　　　　　

　10 月 11 日～ 20 日の全国地域安全運動の実施に
合わせ、志布志警察署でその出発式が行われました。
地域・団体・警察が連携し、地域の防犯意識を高め
市民が安心して暮らせる地域社会を目指します。

10/11

　　視聴覚教育・情報教育の振興に尽力　　　　　

　学校現場での情報教育の普及促進に貢献されたこ
とが評価され、冨岡乃夫也さん（伊﨑田小学校長）
が視聴覚教育・情報教育功労者として文部科学大臣
表彰を受賞しました。

10/17
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健康カレンダー（11 月・12 月）
パパママ教室 【受付】9：20 ～ 9：30

11月 26日（火）：健康ふれあいプラザ
12月22日（日）：はぐくみランド

ママの “ ほっと ” カフェ 【時間】10：00 ～ 12：00

11月21日（木）、12月19日（木）：はぐくみランド

育児相談 【時間】10：30 ～ 12：00

11月19日（火）：川西地区公民館
12月５日（木）：健康ふれあいプラザ
12月24日（火）：やっちくふれあいセンター

４か月児相談 【受付】9：30 ～ 10：00

11 月 14 日（木）、12月12日（木）：健康ふれあいプラザ

育児学級 【受付】9：30 ～ 10：00

12月10日（火）：健康ふれあいプラザ

1 歳児お誕生相談 【受付】9：30 ～ 10：00

11月19日（火）：川西地区公民館
12月５日（木）：健康ふれあいプラザ
12月24日（火）：やっちくふれあいセンター

1 歳 6 か月児健診 【受付】13：00 ～ 13：30

11月13日（水）、12月18日（水）：健康ふれあいプラザ

2 歳 6 か月児歯科検診 【受付】13：00 ～ 13：30

12 月４日（水）：健康ふれあいプラザ

3 歳児健診 【受付】13：00 ～ 13：30

11月 27日（水）、12 月 25 日（水）：健康ふれあいプラザ

5 歳児歯科検診 【受付】13：00 ～ 13：30

12月17日（火）：健康ふれあいプラザ

※�「夜間に病気やケガで困った」「受診すべきか

　判断がつかない」などの場合

●大隅広域夜間救急センター電話相談　℡ 0994-45-4119

●鹿児島県小児救急電話相談

　＃ 8000 または℡ 099-254-1186

●�曽於医師会夜間急病センター　℡ 099-482-5899

●�都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機関

　℡ 0986-23-5555（テープ案内）

 日曜 ・ 祝日当番医 

健康カレンダー　日曜・祝日当番医

《母子手帳の交付日時》本庁/第１・３水曜（午後）

松山支所/第２・４水曜（午前）　志布志支所/毎週月曜（午後）

12 月
１日 山口内科 （内科） ℡ 473-1188

びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科）℡ 477-1212

８日 井手小児科 （小児科） ℡ 473-3211

手塚クリニック （内科、外科） ℡ 472-5565

15 日 松下医院 （内科、外科） ℡ 472-1124

さくらやまクリニック （泌尿器科、内科）℡ 472-1100

22 日 陽春堂内科診療所 （内科） ℡ 472-5511

みやじクリニック （内科、放、呼、胃）℡ 471-5000

29日 藤後クリニック （内科） ℡ 472-1237

はまさき耳鼻咽喉科 （耳鼻咽喉科） ℡ 473-3387

31 日 平川やの胃腸内科 （内科） ℡ 472-0145

11 月
17日 藤後クリニック （内科） ℡ 472-1237

陽春堂内科診療所 （内科） ℡ 472-5511

23 日 ひろた小児科 （小児科） ℡ 471-6111

24 日 大山病院 （内科） ℡ 472-1400

えびはら皮ふ科 （皮膚科） ℡ 478-0370

平日夜間エイズ相談・検査の実施

　毎年 11 月 16 日から 12 月 15 日までの１カ月間は、エイズや HIV の普及啓発
を目的とした「鹿児島レッドリボン月間」です。保健所では、エイズ・HIV に関す
る正しい知識などの普及と感染者・患者の早期発見のため、平日夜間エイズ相談・
検査を実施します。
◆日時：11 月 25 日（月）17 時～ 19 時
◆場所：志布志保健所（志布志町志布志二丁目１-11）
◆内容：エイズ・HIV に関する相談及び HIV 検査（匿名相談可・検査費無料）
　　　　※ 11 月 22 日（金）17 時までに予約が必要です。
■問い合わせ先：志布志保健所　保健係　℡ 472-1021

保健・医療・健康に関する
情報を発信！

Health up for Smile!  

　

い
つ
か
は
迎
え
る
人
生
最
期
を
、
あ
な

た
は
「
ど
こ
で
・
誰
と
・
ど
の
よ
う
に
迎

え
た
い
か
」
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。「
人
生
最
期
は
ま

だ
先
の
こ
と
、
ど
う
に
か
な
る
」
と
考
え

て
い
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
し
か
し
、
そ
の
最
期
の
時
は
、「
あ

る
日
突
然
訪
れ
る
場
合
」
と
「
徐
々
に
訪

れ
る
場
合
」
が
あ
り
、
年
齢
に
関
係
は
な

い
の
で
す
。

　

い
つ
か
必
ず
訪
れ
る
自
ら
の
死
と
向
き

合
い
、
自
分
ら
し
く
ど
の
よ
う
な
最
期
を

迎
え
た
い
か
、
終
活
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

―
―
終
活
と
は
？

　

さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
が
あ
り
ま
す
が
、

人
生
最
期
の
と
き
を
意
識
し
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
の
人
生
を
自
分
ら
し
く
生
き
る
準

備
を
し
、
亡
く
な
っ
た
後
に
備
え
る
こ
と

で
す
。
自
分
と
家
族
や
周
囲
の
人
へ
の
こ

と
を
想
い
、
気
遣
う
こ
と
が
始
ま
り
と
も

言
え
ま
す
。
で
は
、
何
を
決
め
て
お
け
ば

良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

① 

あ
な
た
の
考
え
や
気
持
ち
を
伝
え
て
く

れ
る
人

　

家
族
や
友
人
、
知
人
な
ど
あ
な
た
が
考

え
を
伝
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
時
や
最
期
を

迎
え
る
時
、
そ
し
て
自
分
が
亡
く
な
っ
た

後
の
こ
と
を
お
願
い
で
き
る
人
を
決
め
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
か
か
り
つ
け
医

　

希
望
す
る
治
療
や
介
護
、
人
生
最
期
を

迎
え
る
に
あ
た
り
医
師
の
協
力
は
と
て
も

重
要
で
す
。

③
こ
れ
か
ら
の
治
療
や
介
護
に
つ
い
て

　

自
分
の
意
思
を
伝
え
ら
れ
な
く
な
っ
た

時
に
、
延
命
処
置
を
ど
こ
ま
で
し
て
ほ
し

い
の
か
、
が
ん
や
余
命
の
告
知
を
し
て
ほ

し
い
の
か
な
ど
、
自
分
の
希
望
す
る
治
療

や
介
護
を
決
め
て
お
く
。

④
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
（
終つ
い

の
棲す

み
か家
）

　

人
生
最
期
を
迎
え
る
場
所
は
、
自
宅
？

施
設
？
病
院
で
し
ょ
う
か
。

～
あ
な
た
は
、
人
生
最
期
を
ど
の
よ
う
に
迎
え
た
い
で
す
か
～

終
活
の
す
す
め

　

①
か
ら
④
ま
で
を
決
め
る
方
法
と
し
て

い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

マ
イ
ラ
イ
フ
・
ノ
ー
ト
（
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
）
の
活
用

　

医
療
・
介
護
の
希
望
や
住
ま
い
、
葬
儀
、

財
産
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
が
記
入
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、書
き
出
す
こ
と
で
、

こ
れ
か
ら
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
情

報
の
整
理
が
で
き
、
万
が
一
の
時
に
家
族

や
誰
か
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
市
で
は
、県
医
師
会
が
作
成
し
た「
マ

イ
ラ
イ
フ
・
ノ
ー
ト
」
を
配
布
し
て
い
ま

す
の
で
、
必
要
な
方
は
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

遺
言
書
を
書
く

● 

自
筆
証
書
遺
言
：
書
店
な
ど
最
期
で
購

入
で
き
、
自
分
で
作
成
で
き
る
一
番
簡

単
な
方
法
。

● 

公
正
証
書
遺
言
：
公
証
役
場
（
国
の
機

関
）
で
作
成
す
る
方
法
。
費
用
は
か
か

り
ま
す
が
、
確
実
に
有
効
な
遺
言
書
を

残
し
た
い
場
合
や
財
産
を
相
続
し
た
い

場
合
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
司
法
書

士
や
弁
護
士
に
依
頼
で
き
ま
す
。

お
墓
を
決
め
る

　

公
営
、
民
営
、
寺
院
墓
地
や
寺
院
が
お

墓
の
供
養
を
し
て
く
れ
る
永
代
供
養
墓
、

納
骨
堂
、
散
骨
、
手
元
供
養
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
お
墓
の
か
た
ち
が
あ
り
ま
す
。
費

用
や
墓
の
管
理
な
ど
も
含
め
て
自
分
に

あ
っ
た
も
の
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

終
活
は
、
ど
れ
が
正
し
い
か
た
ち
と
い

う
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
度
決

め
た
ら
変
え
ら
れ
な
い
と
い
う
も
の
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
の
は
い
つ
か
は
迎

え
る
人
生
最
期
を
あ
な
た
は
「
ど
こ
で
・

誰
と
・
ど
の
よ
う
に
迎
え
た
い
か
」
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を

考
え
る
こ
と
で
、「
こ
れ
か
ら
何
を
し
た

い
か
・
誰
と
会
い
た
い
か
・
ど
こ
に
行
き

た
い
か
」
に
つ
な
が
り
、
こ
れ
か
ら
を
ど

の
よ
う
に
生
き
る
か
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
よ
り
良
く
生
き
る
た

め
の
「
終
活
」
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

志
布
志
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
４
７
４
‐
１
１
１
１　

今
月
お
話
す
る
の
は

保
健
師
の
栫
で
す
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「募集」「イベント」「お知らせ」など暮らしに役立つ情報をお届けします！

志の福祉・ボランティア大会

◆日時：11 月 23 日（土・祝）
◆会場：市文化会館
◆内容：
●出店コーナー　11 時～
　 子ども食堂、非常食の炊き出し

体験、ボランティア団体による
バザー、展示・体験コーナー

●式典　13 時～
　講演、福祉作文の朗読発表、表彰
※その他、活動展示コーナーなど
■問い合わせ先：
　志布志市社会福祉協議会
　℡ 472-1800

あゆみこども園秋まつり

　地域の皆さんや小さいお子さん
も楽しめる催しです。お気軽にお
越しください。
◆ 日時：11 月 30 日（土）
　９時～ 13 時
◆会場：若草あゆみこども園
◆ 内容：園児による舞台披露、保

護者による出店（うどんなど）、
手作り小物、ミニゲームなど

労働保険の加入はお済ですか？

　11 月は労働保険適用促進強化期
間です。１人でも労働者を雇用して
いる事業主は労働保険（労災・雇用
保険）に加入する義務があります。
■問い合わせ先：
●鹿屋労働基準監督署
　℡ 0994-43-3385
●ハローワーク大隅
　℡ 099-482-1265

サンタがおうちにやってくる！

　イブの夜にサンタの格好をした青
年団員がプレゼントをお届けします。
◆ 対象：３歳～９歳のお子さんがい

る家庭（お子さんに渡すプレゼン
トは各自準備をお願いします）

◆申込先：生涯学習課社会教育係
　または各教育分室
◆申込締切：12 月６日まで
■問い合わせ先：
　市青年団連絡協議会（立山）
　℡ 090-3603-6114

知って得する医療講座

◆日時：12月12日（木）13時30分受付
◆ 会場：県民健康プラザ健康増進

センター　健康科学館
■申込・問い合わせ先：
　鹿屋医療センター総務課
　℡ 0994-42-5101

第 39 回からいも交流・春
ホストファミリー募集

◆受入期間：
　令和２年３月８日～ 22 日まで
◆ 申込締切：
　令和２年１月 31 日まで
■問い合わせ先：
　NPO 法人からいも交流
　鹿屋ブロック担当（西岡）
　℡ 080-1741-1688

放送大学入学生募集

◆出願期間（第１回）：
　令和２年２月 29 日まで
■資料請求・問い合わせ先：
　放送大学鹿児島学習センター
　℡ 099-239-3811

農業用廃プラを回収します

　志布志地区の回収場所と日時が
変更となりましたので、ご注意く
ださい。
●志布志地区　農協選果場（松山）
　11月14日（木）　廃プラのみ
　12月19日（木）　廃プラ・廃缶
●松山地区　農協選果場（松山）
●有明地区　伊﨑田FA茶工場
　11月13日（水）　廃プラのみ
　12月18日（水）　廃プラ・廃缶
●時間　９時～12時、13時～15時
■問い合わせ先：
　農政畜産課　生産流通係
　℡ 474-1111（内線 433）

計画変更申請の受付停止

　志布志市農業振興地域整備計画
の全体見直しに伴い申請受付を一
定期間停止します。
◆ 申請停止期間：12月受付終了時

から令和２年12月まで（予定）
■問い合わせ先：
　農政畜産課　農政係
　℡ 474-1111（内線 427）

お知らせ
・

募　集
防犯カメラ設置補助金

　商店街等における犯罪の早期解
決および抑止力の向上を図るた
め、防犯カメラ設置事業費補助金
を創設しました。
◆ 補助対象者：小売業、飲食業、

その他サービス業等の店舗によ
り、ほぼ連続した形で商店街等
が形成されている通りの商店主
等で組織された団体とし、３名
以上で構成するものであるこ
と。ただし、構成員全員に市税
の滞納がないこと。

◆ 補助対象：
●�防犯カメラ等の機器の購入費お
よび設置工事費

●�防犯カメラの設置を示す看板等
の設置費

◆ 補助金の額：事業費の３分の２
以内（防犯カメラ１台当たりの
上限額50,000円）ただし１事業
当たりの上限額は500,000円。

■問い合わせ先：
　総務課　消防交通係
　℡ 474-1111（内線214・216）

令和２年成人式

◆日時：令和２年１月４日（土）
◆会場：市文化会館
　12 時 45 分　受付
　13 時 30 分　オープニング
　13 時 50 分　式典
※ 式典後、各地区ごとに集合写真

を撮影します。
◆ 対象者：
● 現在本市にお住まいの新成人
●  市内小学校または中学校を卒業

された新成人
※ 対象となる新成人は、平成 11

年４月２日～平成 12 年４月１
日生まれの方です。

※ 案内文がない方でも当日受付を
していただき出席可能です。

■問い合わせ先：
　生涯学習課　社会教育係
　℡ 472-1111（内線 336）

お知らせ

市営住宅空き家情報
松山地区 志布志地区 有明地区

新規募集 ０戸 ２戸 ２戸

継続募集 15 戸 ４戸 ３戸

　新規募集の申込締切は、12 月６日（金）です。

　継続募集は、毎週金曜日に締め切ります。

　募集内容の詳細は、市のホームページをご覧いただ

くか、お問い合わせください。

※�申込から入居まで 10 日から 1カ月を要することがあ

りますので、早めにご相談下さい。

■問い合わせ先：

　本庁�建設課�管理係　℡ 474-1111（内線 467）

　松山支所�産業建設課�管理係　℡ 487-2111（内線 255）

　志布志支所�産業建設課�管理係　℡472-1111（内線402）

知
っ
て
る
？
消
費
生
活
相
談

タ
ト
ゥ
ー
シ
ー
ル
や
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン

ト
に
よ
る
肌
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

　

タ
ト
ゥ
ー
シ
ー
ル
や
フ
ェ
イ
ス
ペ

ン
ト
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
気
軽
に

楽
し
め
る
と
あ
っ
て
多
く
の
商
品
が

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
肌

に
合
わ
ず
に
か
ゆ

く
な
っ
た
り
、
は

が
し
た
と
き
に
肌

が
傷
つ
き
シ
ミ
が

残
っ
た
り
な
ど
の

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

化
粧
品
の
よ
う
に
安
全
性
の
基
準

が
定
め
ら
れ
た
製
品
で
は
な
い
こ
と

に
留
意
し
、
特
に
子
ど
も
に
使
用
す

る
場
合
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
市
役
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

℡
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
８
７
）

11 月は

児童虐待防止推進月間

　児童虐待は早急に解決すべき問題で
あり、子どもの「命」と「権利」、そ
して「未来」を社会全体で守らなけれ
ばなりません。児童虐待かもと思った
らすぐにお電話ください。

募　集

製品事故・消費者トラブル

にあったら・・・

消費者ホットライン

１
イ ヤ ヤ

８８（局番なし）

泣き寝入り！！
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平成 30 年度
志布志市人事行政の運営等の状況について公表します
　志布志市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例第６条の規定により、志布志市における

その概要を公表します。これは人事行政の運営等の状況を広く市民の皆さんに公表し、公平性・

透明性を高めることを目的としています。詳細については、市ホームページをご覧ください。　
■問い合わせ先：総務課  人事厚生係　℡：474-1111（内線 213）

職
員
の
任
免
及
び
職
員
数
に

関
す
る
状
況

◆
職
員
の
採
用
の
状
況

　
（
平
成
31
年
４
月
１
日
採
用
）

　

一
般
事
務
：
16
人

　

建
築
技
術
：
2
人

　

茶
業
技
術
：
１
人

　

助
産
師
：
１
人

◆ 

一
般
行
政
職
の
級
別
職
員
数
の
状

況
（
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
）

◆
職
員
の
退
職
の
状
況

　

�（
平
成
30
年
４
月
１
日�

～
平
成

31
年
３
月
31
日
）

　

定
年
退
職
：
14
人

　

早
期
退
職
：
１
人

　

そ
の
他
退
職
：
２
人

◆
部
門
別
職
員
数
の
状
況

※ 
職
員
数
は
一
般
職
に
属
す
る
職

員
数
で
す
（
教
育
長
及
び
非
常

勤
職
員
を
除
き
ま
す
）。

職
員
の
勤
務
時
間
そ
の
他
の

勤
務
条
件
の
状
況

◆  

職
員
の
勤
務
時
間

　
（
一
般
職
の
標
準
的
な
も
の
）

　

１
週
間
の
勤
務
時
間
：
38
時
間
45
分

　

開
始
時
刻
：
午
前
８
時
30
分

　

終
了
時
刻
：
午
後
５
時
15
分

　

 

休
憩
時
間
：
午
後
０
時
～
午
後
１
時

◆
旅
費
制
度
の
概
要
（
平
成
30
年
度
）

職
員
の
服
務
の
状
況

◆ 

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
状
況

　
（
平
成
30
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
）

　
【
対
象
職
員
３
１
７
人
】

　

平
均
取
得
日
数
：
10
・
04
日

　

消
化
率
：
26
・
94
％

職
員
の
休
業
の
状
況

◆  
育
児
休
業
の
状
況

　
（
平
成
30
年
度
）

　

育
児
休
業
の
承
認
件
数
：
３
件

　

�

自
己
啓
発
等
休
業
の
承
認
件

数
：
０
件

職
員
の
分
限
及
び
懲
戒
処
分

の
状
況

◆
分
限
処
分
者
数（
平
成
30
年
度
）

　

心
身
の
故
障
の
場
合
：
０
人

※ 

勤
務
実
績
が
良
く
な
い
場
合
・

職
に
必
要
な
適
格
性
を
欠
く

場
合
・
職
制
、
定
数
の
改
廃
、

予
算
の
減
少
に
よ
り
廃
職
、

過
員
を
生
じ
た
場
合
・
刑
事

事
件
に
関
し
起
訴
さ
れ
た
場

合
・
条
例
で
定
め
た
事
由
に

よ
る
場
合
の
分
限
処
分
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
懲
戒
等
処
分
者
数

　
（
平
成
30
年
度
）

● 

地
方
公
務
員
法
第
29
条
第
１
項

及
び
同
法
第
33
条
の
規
定
違
反
：

① 

減
給
：
２
人
（
職
務
上
の
義
務

に
違
反
し
ま
た
は
職
務
を
怠
っ

た
場
合
・
全
体
の
奉
仕
者
た
る

に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
非
行
の

あ
っ
た
場
合
）

② 

戒
告
：
１
人
（
職
務
上
の
義
務

に
違
反
し
ま
た
は
職
務
を
怠
っ

た
場
合
・
全
体
の
奉
仕
者
た
る

に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
非
行
の

あ
っ
た
場
合
）

区分 男性 女性 計

退職�
（H30） 11 ６ 17

採用
（H31） 14 ６ 20

増減 ３ ０ ３

職
員
研
修
の
状
況

職
員
の
福
祉
及
び
利
益
の
保

護
の
状
況

◆�

職
員
の
健
康
診
断
の
状
況

　
（
平
成
30
年
度
）

　

定
期
健
康
診
断
受
診
者
数
：

　

１
６
９
人

　

人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
数
：

　

１
３
４
人

◆�

互
助
会
へ
の
公
費
負
担

　
（
平
成
30
年
度
）

　

会
員
数
：
３
２
８
人

　

公
費
負
担
額
：

　

１
８
５
万
６
千
円

　

会
員
掛
金
総
額
：

　

２
３
５
万
５
千
円

　

公
費
負
担
率
：
44
・
１
％

　

内
容
：
人
間
ド
ッ
ク
助
成

職
員
の
給
与
等
の
状
況

◆ 

職
員
の
平
均
給
料
月
額
、
平
均

給
与
月
額
及
び
平
均
年
齢
の
状

況（
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
）

※ 

平
均
給
与
額
は
、
平
均
給
料
月

額
に
扶
養
手
当
、
通
勤
手
当
、

住
居
手
当
、
管
理
職
手
当
、
時

間
外
勤
務
手
当
な
ど
を
加
え
た

も
の
で
す
。

◆ 

職
員
の
初
任
給
の
状
況　
　

（
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
）

◆
退
職
手
当
の
支
給
率

　
（
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
）

　

20
年
勤
続
：
27
・
４
０
５
月
分

　

25
年
勤
続
：
34
・
５
８
２
５
月
分

　

35
年
勤
続
：
49
・
59
月
分

　

最
高
限
度
：
49
・
59
月
分

◆ 

期
末
勤
勉
手
当
の
支
給
率　

（
平
成
29
年
度
支
給
期
別
支
給
率
）

　

期
末
：
２
・
６
（
国
と
同
じ
）

　

勤
勉
：
１
・
８
（
国
と
同
じ
）

　

支
給
計
：
４
・
４
（
国
と
同
じ
）

◆
特
別
職
の
報
酬
等
の
状
況

　
（
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
）

◆
特
殊
勤
務
手
当
の
状
況

　

税
務
手
当
：

　
【
賦
課
】
１
５
０
０
円
／
月

　
【
徴
収
】
３
０
０
０
円
／
月

　
【
臨
戸
徴
収
】
３
０
０
円
／
日

　

防
疫
手
当
：
３
０
０
円
／
日

　

徴
収
金
徴
収
手
当
：

　
　
　
　
　
　

３
０
０
円
／
日

　

保
健
師
手
当
：

　
　
　
　
　
　

１
０
０
０
円
／
月

　

�

行
旅
病
人
及
び
行
旅
死
亡
人
取

扱
手
当
：

　
【
保
護
等
】
５
０
０
円
／
日

　
【
収
容
】
１
０
０
０
円
／
回

　

用
地
交
渉
手
当
：

　
　
　
　
　
　

３
０
０
円
／
日

　

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
手
当
：

　
　
　
　
　
　

５
０
０
０
円
／
月

◆
そ
の
他
の
手
当
の
状
況

　
（
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
）

職
員
の
勤
務
条
件
に
関
す
る

措
置
要
求
及
び
不
利
益
処
分

に
関
す
る
不
服
申
立
等
の
利

益
の
保
護
の
状
況
並
び
に
公

平
委
員
会
の
業
務
の
状
況

◆�

勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置
の
要

求
の
状
況
及
び
不
利
益
処
分
に

つ
い
て
の
不
服
申
立
て
の
状
況

　

該
当
な
し

◆�

公
平
委
員
会
の
業
務
の
状
況

　

該
当
な
し

区分

平均
給料
月額

（円）

平均
給与
月額

（円）

平均
年齢

（歳）

一般
行政職 322,320 350,987 42.8

区分
一般

行政職
（円）

国の
制度

【行政職】
（円）

大学
卒 168,600 179,200

高校
卒 147,100 147,100

区　分 ７級 6級 5級 4級 3級 2級 1級

標準的な
職務内容

課長 課長
課長補佐
主幹

係長
主任主査
技術主任主査

主査
技術主査

主事
技師

主事・技師
主事補
技師補

職員数
（人）

２ 22 79 98 19 18 23

構成比
（％）

0.8 8.4 30.3 37.5 7.3 6.9 8.8

区分 内容 金額（円）

扶養手当

配偶者 6,500
22 歳までの子 15,000
配偶者のいない職員の扶養親族（１人目のみ）　　　子 10,000
　　　　　　　　〃　　　　　　　　父母等 9,000
上記以外の扶養親族 6,500

住居手当 ��借家（支給限度額） 27,000

通勤手当
��支給限度額（40km以上）
　15km未満：600円／1km（2km未満を除く）
　15km以上：8,900円+2,400／5km

24,400
（限度額）

区　分
日　当

宿泊料
（1夜につき） 食卓料

（1夜につき）甲地方 乙地方 甲地方 乙地方

市　長 3,000 2,200 14,800 13,300 3,000
副市長
教育長 2,600 2,000 13,100 11,800 2,600

一般職員 2,200 1,800 10,900 9,800 2,200

�甲地方：県外片道 150km以上の地域　乙地方：県内
※別途半日当地域及び日当なし地域の定めがあります。

【単位：円】
区分 月額（円）

市長 848,000
副市長 667,000
教育長 622,000

議長 402,800
副議長 316,600

各委員長 308,500
議員 294,000

区分
部門

職員数（人） 対前年増減数（人）

Ｈ29 Ｈ30 Ｈ29 Ｈ30
福祉関係を除く
一般行政職 198 193 －２ －５

福祉関係 56 57 －２ １

一般行政計 254 250 －４ －４

特別行政（教育） 38 38 －４ ０

公営企業等 29 30 －１ １

総合計 321 318 －７ ー３

区　分 回数
（回）

人数
（人）

一 般 研 修 自治研修所 ８ 59

専 門 研 修 自治研修所等 31 60

市単独研修 人事評価研修ほか ５ 412

（平成 30 年度）

◆職員給与の状況（平成 29 年度普通会計決算）

一般
職員

給与費 １人当たり
給与費給料 職員手当 計

�292 人 1,094,690 591,011 1,685,701 5,773

※職員手当には退職手当を含みません。※職員数には教育長を含んでいます。

◆歳出総額に占める人件費の割合（平成 30 年度普通会計決算）

歳出総額 人件費 人件費率

26,631,231 3,089,738 11.6％

【単位：千円】

【単位：千円】

平成 30 年度
志布志市人事行政の運営等の状況について公表します
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市役所からの大事なお知らせＣＩＴＹ　ＴＯＰＩＣ

市有財産（土地）の公売を行いますTOP IC 特認校生を募集しますTOP IC

　潤ケ野小学校、田之浦小学校、森山小学校は、小規模特認校（特認校）制度を活用しています。

　特認校制度とは、豊富な自然環境に恵まれた小規模校の特性を生かし、心身の健康増進とともに学ぶ楽しさと

豊かな人間性を培いたいと希望する保護者・児童の皆さんに、離れた地域からでも特別に入学を認める制度です。

なお、特認校に通学できるのは、志布志・香月・安楽・有明・通山小学校区内の児童に限ります。

自然がいっぱい

笑顔がいっぱい

チャレンジ　潤ケ野小学校

　小規模校ならではのきめ細やか

で個に応じた丁寧な指導を行って

います。１人１台のタブレット型

パソコンを活用した学習や、地域

の各種団体と連携を図った教育活

動を展開しています。その他、校

内外の豊かな自然環境を生かした

環境教育や自然体験活動なども

行っています。

■資料請求・問い合わせ先：

　志布志市立潤ケ野小学校

　TEL：479-1314

　FAX：479-2063

キラキラ　ハキハキ　キビキビ

伸びる田之浦っ子

田之浦小学校

　田之浦校区の素晴らしい自然に

囲まれ落ち着いて学習に取り組め

ます。また、ICT 先進校として、

タブレット型パソコンの活用、プ

ログラミング教育にも積極的に取

り組んでいます。田之浦校区の伝

統芸能「神楽」、特産品であるピー

マン、サツマイモ、パッションフ

ルーツの収穫体験など、田之浦な

らではの活動も魅力的です。

■資料請求・問い合わせ先：

　志布志市立田之浦小学校
　TEL：479-1618
　FAX：479-2100

あいさついっぱい

花いっぱい

やる気みなぎる　森山小学校

　市内で一番小さな学校ですが、
複式小人数学級の特性を生かし、
個々のニーズにあったきめ細やか
な指導を行っています。また、タ
ブレット型パソコンを活用した学
習も行っています。
 ２学期には、学校の新しい伝統
となった森山太鼓の練習にも取り
組んでいます。

■資料請求・問い合わせ先：

　志布志市立森山小学校
　TEL：479-1616
　FAX：479-2165

■問い合わせ先：　教育委員会　教育総務課　総務係　℡：472-1111（内線 312）

◆応募学年：

　令和２年度新１年生～６年生
◆応募期間：
　12 月２日（月）～令和２年１月 31 日（金）
◆ 一日体験入学：
　各校１日体験入学を実施します。関心のある方はぜ
ひご参加ください。
●潤ケ野小学校：12月12日（木）

●田之浦小学校：12月10日（火）

●森 山 小 学 校：12 月３日（火）

◆ 応募の方法：
　各小学校に資料を請求してください。郵送で必要書
類などを送付します。申込手続きについては、教育総
務課までお問い合わせください。

※ 学校やタクシーなどの受入可能な範囲内で、人数を
制限する場合があります。

◆ 通学方法：
　登下校は市が委託したタクシーを利用します。ただ
し、決められたバス停に集合していただきそこからの
乗車となります。
◆ 特認期間：

　原則として４月から翌３月までの１学年を単位と
します。一年更新ですが更新は妨げません。
◆ＰＴＡ・行事への参加：
　積極的に参加していだたくことになります。
◆学校参観：
　事前連絡によりいつでも参観できます。

◆公 売 方 式：入札方式

◆入札・開札日：令和２年１月９日（木）　９時 30 分受付　10 時開始

◆入 札 会 場：市役所本庁別館２階　Ｃ会議室

◆申込受付期間：12 月 26 日（木）まで　８時 30 分～ 17 時（ただし、閉庁日を除く）

◆入札参加申込：市役所本庁２階　財務課管財係

◆現 地 説 明 会：12 月 24 日（火）13 時 30 分～　（番号⑦のみ、番号⑦の所在地にご集合ください。）

◆市有財産売却地：

番号 所在地 地目 地籍 最低売却価格 入札保証金※３

（最低額）

⑦※1 松山町尾野見 1461 番 20 宅地 2,451.42㎡ 2,600,000 円 130,000 円

⑧※２ 松山町尾野見 1578 番８ 畑 797㎡ 303,000 円 15,150 円

※１番号⑦物件は土地のみの売却となります。

※２番号⑧の入札参加には「買受適格証明」が必要です。この証明は 11 月 29 日（金）までに農業委員会に申請してください。

※３入札保証金は最低額です。入札しようとする金額の５％以上の額を納入してください。

※ 入札申込参加や携行品などの詳細は市ホームページまた
は下記までお問い合わせください。

■問い合わせ先：
●本庁　財務課　管財係
　℡ 474-1111（内線 242・243）
●松山支所　総務市民課　地域振興係
　℡ 487-2111（内線 212）

【番号⑦】

【番号⑧】

柿
之
木
志
布
志

線
遠迫酒店●

499

110

文
尾野見小学校

文
泰野小学校

←　志布志市役所　松山支所

田之浦　→

110

↓志布志市街地

522

番号⑧

番号⑦
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を
元
に
戻
す
に
は
長
い
年
月
が
か
か
り
、
撤
去

に
は
た
く
さ
ん
の
労
力
と
費
用
が
必
要
で
す
。

　

不
法
投
棄
の
中
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
ご

み
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
が
現
状
で
す
。
き
ち
ん

と
ル
ー
ル
を
守
っ
て
分
別
し
て
出
し
、
エ
コ
な

活
動
を
実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う

◆
き
れ
い
に
分
別
し
よ
う
！

　

ご
み
の
分
別
で
、
き
れ
い
に
分
け
ず
に
い
ろ

い
ろ
な
も
の
に
混
ぜ
て
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
一
般
ご
み
や
生
ご
み
タ
ル

の
中
に
ビ
ニ
ー
ル

袋
が
混
ざ
っ
て
い

た
り
し
て
い
ま
す
。

特
に
生
ご
み
タ
ル

の
中
に
ビ
ニ
ー
ル

が
混
入
し
て
し
ま

う
と
、
草
木
と
生

ご
み
を
混
ぜ
て
堆

肥
を
作
っ
て
い
る

中
に
、
分
解
さ
れ
な
い
ビ
ニ
ー
ル
が
混
ざ
っ
て

し
ま
い
堆
肥
の
質
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
必
ず
分
別
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
適
切
に
ご

み
を
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

生
ご
み
や
草
木
で
作
ら
れ
た
有
機
堆
肥
は
１

キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
3
円
で
販
売
し
て
い
ま

す
。
購
入
に
関
し
て
は
以
下
の
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

知って納得！

■問い合わせ先：保健課　国民健康保険係　℡ 474-1111（内線 122 ～ 125）

国民健康保険の資格喪失後の受診による医療費について
　社会保険などへの加入や市外へ転出された方が、志布志市の国保の資格がないにも関わらず、

国保の保険証を使用して医療機関を受診した場合は、かかった医療費が志布志市の国保から医

療機関などへいったん支払われることとなります。

　このため、医療費の一定割合を国保へ返還する手続が出てきますので、保険証の使用にはお

気を付けください。

　Ｑ　医療費の返還は具体的にはどんなときに発生するの？

　Ａ 　●就職して社会保険となったが、保険証の交付が遅れたため国保の保険証を使用してしまった。

　　　● 市外へ転出したが、転出先の市町村から国保の保険証の交付を受ける前に志布志市の国保の保

険証を使用してしまった。

　　　● 社会保険にさかのぼって加入したことにより国保の資格をさかのぼって喪失した。

　　　などの場合に発生します。

　Ｑ　国保へ返還する医療費はどれくらいになるの？

　Ａ　 医療機関などで受診する場合は、窓口で保険証を提示することで窓口負担が３割（一部２割）と

なるため、残りの７割（一部８割）は、国保から医療費の給付分として医療機関などに支払われ

ることとなります。そのため、窓口負担額を除いた医療費の７割（一部８割）分を国保に返還し

ていただくことになります。

　Ｑ　医療費の返還方法は？

　Ａ　 返還となった方には、国保から「国民健康保険療養給付費の返還について」という通知が送付さ

れます。通知書には納入通知書が同封されておりますので、指定期日までに指定の金融機関で納

付していただくことになります。ただし、納付した医療費の返還金は、新たに加入した社会保険

等に請求することができます。

■問い合わせ先：本庁　市民環境課　環境政策室　℡ 474-1111（内線 133）
　　　　　　　　松山支所　総務市民課　　　　　℡ 487-2111（内線 271）
　　　　　　　　志布志支所　市民税務課　　　　℡ 472-1111（内線 224）

11
月
は
不
法
投
棄
月
間
で
す

　

道
路
沿
い
や
空
き
地
な
ど
に
、
テ
レ
ビ
や
家

具
な
ど
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
い
ら
な
く
な
っ
た
物
を
自

分
勝
手
に
ど
こ
で
も
捨
て
る
こ
と
を
不
法
投
棄

と
い
い
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
11
月
は
、
不
法
投
棄
の
啓
発
活
動
や
不

法
投
棄
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
強
化
し
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
一
人
ひ
と
り
が
「
不
法
投

棄
を
し
な
い
。
さ
せ
な
い
。
見
か
け
た
ら
す
ぐ

電
話
を
」
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
き
れ
い
な
地

域
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
を
発
見
し
た
ら
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

県
庁
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課

　

℡
０
９
９
‐
２
８
６
‐
３サ

ン
パ
イ
ゼ
ロ

８
１
０

◆
不
法
投
棄
の
影
響

　

不
法
投
棄
さ
れ
た
ご

み
に
よ
り
、
美
し
い
景

観
が
失
わ
れ
る
だ
け
で

な
く
、
投
棄
さ
れ
た
ご

み
か
ら
有
害
物
質
が
、
土
壌
や
地
下
水
を
汚
染

し
た
り
、
悪
臭
の
原
因
と
な
り
、
生
活
に
悪
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。捨
て
る
の
は
簡
単
で
す
が
、

捨
て
ら
れ
た
も
の
を
回
収
す
る
こ
と
は
と
て
も

大
変
で
、全
て
を
回
収
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　

ま
た
、
不
法
投
棄
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
自
然

COOL CHOICE
チョイス！
エコカーキャンペーン

医療費総額 301,038,676 円 医療費１人当たりの負担内訳
国保加入者数（８月末） 8,510 人

市（国保）負担額
29,976 円

（全体の約 84.7％）１人当たりの医療費
（医療費総額／国保加入者数）

35,375 円
（前年同月比 11.2％増） 個人負担額 5,398 円

国民健康保険医療費状況（令和元年８月分）

　国民健康保険届出は、資格の取得・喪失の日から 14日以内にする必要があります。届出が遅れた場合、

大きな負担が発生することがありますので、必ず期日内に届出されますようお願いします。

【
環
境
に
や
さ
し
い
運
転
を
し
よ
う
】

①
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル
「
e
ス
タ
ー
ト
」

　

発
進
時
は
穏
や
か
に
ア
ク
セ
ル
を
踏
ん
で
発

進
（
最
初
の
5
秒
で
時
速
20
㎞
程
度
が
目
安
）

こ
の
発
進
を
心
が
け
る
だ
け
で
10
％
程
度
燃
費

が
改
善
し
安
全
運
転
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

②
減
速
時
は
早
め
に
ア
ク
セ
ル
を
離
そ
う

　

停
止
す
る
時
に
早
め
に
ア
ク
セ
ル
か
ら
足
を

離
し
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
を
作
用
さ
せ
る
こ
と

で
2
％
程
度
燃
費
が
改
善
し
ま
す
。
減
速
や
坂

道
を
下
る
時
に
も
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

③
エ
ア
コ
ン
の
使
用
は
適
切
に
！

　

車
の
エ
ア
コ
ン
は
車
内
を
冷
却
・
除
湿
す
る

機
能
で
す
。
暖
房
の
み
の
場
合
、
エ
ア
コ
ン
ス

イ
ッ
チ
を
「
切
」
に
し
ま
し
ょ
う
。
冷
房
が
必

要
な
と
き
は
、
車
内
を
冷
や
し
過
ぎ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

④
不
要
な
荷
物
を
降
ろ
そ
う

　

車
の
燃
費
は
荷
物
の
重
さ
に
大
き
く
影
響
さ

れ
ま
す
。
例
え
ば
１
０
０
㎏
の
荷
物
を
載
せ
て

走
る
と
3
％
程
度
燃
費
が
悪
化
し
ま
す
。
運
ぶ

必
要
の
な
い
荷
物
は
車
か
ら
降
ろ
す
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

⑤
自
分
の
車
の
燃
費
を
知
ろ
う

　

自
分
の
車
の
燃
費
を
把
握
す
る
こ
と
を
習
慣

に
し
ま
し
ょ
う
。
日
々
の
燃
費
を
把
握
す
る

と
、
自
分
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
効
果
が
実
感
で
き

ま
す
。
環
境
に
や
さ
し
い
運
転
を
実
践
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
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皆でつくろう

「共生・協働・自立」のまち

　新たな地域コミュニティ組織の構築

　これから全国的に人口減少・少子高齢化が進むことにより、税収の減
少や社会保障費の増大が見込まれています。
　地域活動に対する担い手の減少や高齢者の一人暮らし世帯の増加な
ど、地域課題の解決がますます困難な時代に突入しようとしています。
これまでは税金投入による行政サービスでこれらをカバーすることがで
きましたが、今後は人口減少による税収減に伴い、それらの課題に対し
て地域にお住まいの方はもちろんのこと、企業、団体も含めた地域みん
なで支えあう仕組みづくりが必要となります。
 　市ではこのような現状に対応していくため、新たなコミュニティ組
織づくり（志布志モデル）の検討を進めています。現在、通山地区・新
橋地区・潤ケ野地区にモデル地区として取り組んでいただいており、最
近の取組としては、通山地区の住民、企業および団体を対象とした話し
合い活動「通山の未来を考えるワークショップ」やアンケート調査など
を行っています。地域の皆さまもこのような活動に参加し、地域課題解
決の話し合い活動を行うことで、これからの人口減少の時代に地域みん
なで支えあう組織づくりの体制を作っていきましょう。

もっと身近に

男女共同参画
■問い合わせ先：
　企画政策課　男女共同参画推進室
　℡ 474-1111（内線 250・258）

相談フリーダイヤル：0120-786-054
（土・日・祝日除く　8 時 30 分～ 17 時）

■問い合わせ先：
　企画政策課　地域政策係
　℡：474-1111（内線 256・257）

知っトク ! ？

年金インフォメーション

■問い合わせ先：
●市役所　市民環境課　年金係
　℡ 474-1111（内線 116）
●鹿屋年金事務所
　℡ 0994-42-5121

皆で支える社会

 税 の 広 場

国
民
年
金
保
険
料
の

控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す

　
◆
控
除
証
明
書
と
は
：

　

そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
額
を
証
明
す
る
書
類
で
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及
び

住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
そ
の
年

の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。
ご
家
族
の
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
保

険
料
も
控
除
の
対
象
で
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
社
会

保
険
料
控
除
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に

は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

と
し
て
「
控
除
証
明
書
」
の
添
付
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

◆
送
付
時
期
：

　

１
月
か
ら
９
月
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
た
方
へ
は
、
12
月
ま

で
の
納
付
見
込
み
を
含
め
11
月
上
旬
の

送
付
予
定
で
す
。
ま
た
、
10
月
か
ら
12

月
ま
で
の
間
に
初
め
て
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
た
方
へ
は
翌
年
２
月
上
旬
の

送
付
予
定
で
す
。

◆
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
：

　

控
除
証
明
書
に
つ
い
て
の
ご
照
会
は
、
控

除
証
明
書
の
ハ
ガ
キ
に
表
示
さ
れ
て
い
る

「
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
」
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

℡
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

　

月
曜
～
金
曜　

８
時
～
19
時

　

第
２
土
曜　

９
時
30
分
～
16
時　

※ 

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、
老

後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
万
が
一

の
と
き
に
も
心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で

す
。
保
険
料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
き

ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

市
女
性
活
躍
推
進
セ
ミ
ナ
ー
開
催
報
告

「
向
こ
う
側
の
笑
顔
と
こ
ち
ら
側
の
笑
顔
」

～K

キ

グ

ル

ミ

ビ

ズ

IGURUM
I.BIZ

式
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
～

講
師
：K

キ

グ

ル

ミ

ビ

ズ

IGURUM
I.BIZ

㈱

　

代
表
取
締
役　

加
納　

ひ
ろ
み　

さ
ん

　

10
月
10
日
に
開
催
し
、
市
内
事
業
所
従

業
員
な
ど
約
50

人
が
多
様
な
立

場
に
い
る
人
が

働
き
続
け
や
す

い
職
場
づ
く
り

に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　

講
師
か
ら
、

「
お
客
さ
ま
を
笑
顔
に
す
る
仕
事
を
大
切

に
し
ま
し
た
が
、
あ
る
時
、
残
業
や
休
み

づ
ら
さ
か
ら
従
業
員
が
笑
顔
で
な
い
こ
と

に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
こ
の
課
題
に

取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
、
職
場
全
体
で
さ
ま

ざ
ま
な
業
務
改
善
が
行
わ
れ
、
仕
事
と
生

活
の
両
立
が
で
き
、
皆
が
笑
顔
で
働
く
会

社
に
な
り
ま
し
た
。
課
題
に
対
し
て
共
有

（
共
感
）
を
大
事
に
し
、
皆
で
解
決
策
を

考
え
ま
す
」
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
職
場
の
課
題
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

講
師
を
務
め
た
鹿
児
島
大
学
の
高
丸
理
香

助
教
か
ら
は
、「
自
分
の
（
働
く
う
え
で
）

困
っ
て
い
る
こ
と
は
、
隣
の
人
の
困
り
ご

と
で
も
あ
り
、
職
場
や
社
会
の
問
題
で
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
問
題
は
、
ど
う
し
よ
う

も
な
い
と
諦
め
が
ち
で
す
が
、
自
分
が
で

き
る
こ
と
を
考
え
る
こ
と
で
、
解
決
の
糸

口
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ア
イ

デ
ア
を
思
い
つ
い
た
ら
、
試
し
に
行
動
し

て
み
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
り
ま
し
た
。

市
女
性
活
躍
推
進
セ
ミ
ナ
ー
と
は

　

現
在
、
子
育
て
や
介
護
を
し
な
が
ら
働

く
人
が
増
え
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
あ
る
労
働
者
が
仕
事
と
生

活
を
両
立
さ
せ
て
働
け
る
職
場
環
境
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
職
場
の

課
題
解
決
に
つ
な
が
る
研
修
会
を
市
内
事

業
所
な
ど
を
対
象
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
研
修
会
は
あ
と
２
回
予
定
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

通山の未来を考えるワークショップ

「税を考える週間」入賞者発表

　令和元年度「税を考える週間」（11 月 11 日～ 17 日）に合わせ、硬筆・書道・

標語の作品を募集したところ、硬筆 556 点　書道 768 点　標語 48 点の応募をい

ただきました。審査を行った結果、下記のとおり入賞者が決定しました。

■問い合わせ先：税務課　収納管理係　℡ 474-1111（内線 147・148）

◆志布志市長賞

硬筆 小園　良輔 志布志小２年

書道 井上　雅子 香月小６年

標語 吉井　桜羽 松山中２年

◆大隅税務署長賞
硬筆 是枝　大成 泰野小１年
書道 尾上　心音 志布志小５年
標語 鍋山　央駕 伊﨑田中１年

◆大隅地域振興局長賞
硬筆 山本　真衣 有明小２年
書道 吉松　季 香月小３年
標語 木場　アツ子 一般

◆志布志市議会議長賞
硬筆 渡辺　桂 森山小２年
書道 小玉　ひなつ 尾野見小６年
標語 坂ノ上　優歌 松山中２年

◆志布志市教育長賞
硬筆 松田　稜央 志布志小２年
書道 下原　凛歩 泰野小４年
標語 川野　華歩 松山中３年

◆志布志市副市長賞
硬筆 東山　美宥 安楽小１年
書道 木村　彩晴 山重小５年
標語 吉井　遥馨 松山中３年

◆志布志市税務課長賞
硬筆 二石　恵 香月小２年
書道 山本　早紀 有明小４年
標語 萩元　茂子 一般

今回の入賞作品は、以下の日程で展示します。ぜひご覧ください。

●市役所本庁１階　　　　　11 月 11 日（月）～ 15 日（金）
●市役所松山支所１階　　　11 月 18 日（月）～ 22 日（金）
●市役所志布志支所２階　　11 月 25 日（月）～ 29 日（金）
●サンポートしぶしアピア　11 月 30 日（土）～ 12 月９日（月）

税金で　未来に残そう　豊かな町

松山中学校２年　吉井　桜羽

【志布志市長賞作品】
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◆ 11 月の新刊

「カッコウの微笑み」
福田�和代 / 著　双葉社

ハッカーの太一は依頼を受け、製薬会社
に侵入してデータを盗む。依頼主である
待野は不審な死を遂げる。真相を探る太
一に影が忍び寄り…。「小説推理」連載
を改題して単行本化。

【 一 般 】
「迷いながら生きていく」五木�寛之 / 著　PHP 研究所
「二人のカリスマ」（上・下巻）江上�剛 / 著　日経 BP
「『作家』と『魔女』の集まっちゃった思い出」
角野�栄子 / 著　KADOKAWA

【 児 童 】
「もうひとつの曲がり角」　岩瀬�成子 / 著　講談社
「ラストで君は『まさか！』と言う�冬の物語」
PHP 研究所 /編　PHP 研究所
「シノダ！夢の森のティーパーティー」�
富安�陽子 / 著　大庭�賢哉 / 絵　偕成社

◆図書館からのお知らせ

●� 雑誌スポンサー制度（2019 年４月現在）
　

※ この制度はスポンサー（企業・団体）に雑誌の購入
費用を負担していただき、提供された雑誌の最新号
カバーと雑誌棚に広告を掲載するものです。

●おはなし会（本館）：10 時 30 分～
　【11 月】16 日・23 日・30 日
　【12 月】７日・14 日・21 日・28 日
●アニメ上映会：日曜日 15 時～　志ふれあい交流館
　【11 月】17 日【12 月】１日・８日・15 日・22 日
●休館日
　【11 月】18 日・20 日・25 日
　【12 月】２日・９日・16 日・18 日・23 日・29 日～１月３日

図書館へ行こう。
一冊の本との出会いがあなたの人生を変える

■問い合わせ先：志布志市立図書館　℡ 472-3322

文芸
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短
歌
（
松
山
南
船
短
歌
会
）

部
厚
き
楽
譜
着
飾
る
衣
裳
演
奏
に
昭
和
平
成
百
越
ゆ
舞
台　
　
　
　

畑　

美
佐
子

こ
の
令
和
開
花
の
初
め
絵
描
か
む
と
な
べ
て
さ
て
置
き
蓮
の
命
を　

前
原　

恭

若
竹
の
薄
皮
剥
が
し
て
幼
な
日
の
口
笛
吹
い
て
た
古
里
の
景　
　
　

川
添
八
重
子

一
頻
り
降
り
に
し
雨
の
止
ま
む
今
水
溜
り
の
中
雲
駆
け
抜
け
る　
　

大
迫　

鈴
子

雨
前
に
撤
き
し
追
肥
に
雑
草
の
色
よ
く
伸
び
て
主
役
は
み
え
じ　
　

中
島　

昭

俳
句
（
ぎ
ん
な
ん
俳
句
会
）

空
蝉
や
生
き
た
証
の
爪
立
て
り　
　
　

川
上　

豊

学
び
舎
へ
続
く
石
段
曼
珠
沙
華　
　
　

北
川　

雨
水

温
め
酒
浮
き
世
の
風
を
友
と
分
け　
　

福
留
ま
り
子

秋
晴
や
父
よ
り
バ
ト
ン
子
へ
渡
す　
　

熊
谷　

啓
子

や
る
気
な
き
日
が
な
一
日
烏
瓜　
　
　

刀
坂
由
美
子

遠
い
日
の
妻
の
爪
い
ろ
合
歓
の
花　
　

福
岡　

潤

秋
し
ぐ
れ
音
な
く
落
つ
る
砂
時
計　
　

小
林
久
美
子

笑
顔
ふ
と
延
命
橋
に
蔦
紅
葉　
　
　
　

北
野　

治
美

木
の
葉
舟
揺
ら
し
て
鯉
の
晩
夏
か
な　

目
黒　

文
恵

新
涼
や
子
の
声
父
に
似
て
き
た
り　
　

和
田　

洋
文

　銀行の通帳のように自分の読んだ本の記録（借りた日付や本の名前な

ど）を自動で印字するサービス、それが「読書の通帳」です。一度読ん

だ本の検索や、いつどんな本を読んでいたかななど、振り返るときにと

ても便利です。

◆読書の通帳の作り方

① 市立図書館本館・有明分館・松山分館の３か所で申請し、未記入の通帳
を受け取ることができます。（図書館の利用カードを持ってきてね！）

② 本館・有明分室・松山分室にある館内 OPAC（検索用パソコン）を操作
することで、読書の通帳に名前や発行日が記入された自分だけの「読書
の通帳」になります。

◆返す前に忘れずに印刷を！

　返却した本をさかのぼって記帳することはできませんので、返却前に忘
れずに通帳への記帳をお願いします。
※ 記録機にない分館で借りた本を記帳したい場合は、返す前に本館・有明

分館・松山分館のいずれかで記録を行ってください。

▲�通帳１冊に貸出年月日や書名、

著者名など 336 冊分を記帳で

きます！

▲読書通帳機（写真右の機械）

読書の通帳
もういっちょ！

図書館へ行こう。
９月28日スタート！
あなたはもう使ってますか？

人気の絵本作家

「あべ弘士さんと動物たち」講演会

11月24日（日）　14 時開場 /14 時 30 分開演

若潮酒造㈱ 週刊新潮
㈱和香園 レタスクラブ・ESSE（エッセ）
㈱島津 月刊ピアノ・月刊エレクトーン
岩満忠広司法書士事務所 サライ
太久保酒造㈱ オール読物
㈲中山信商店 現代農業
㈲ダスキン志布志 サンキュ！・男の隠れ家
フラワーギャラリーやまだ 婦人画報

新しいコーナー「学習おすすめ本」
　小学生、中・高校生の学習や学校生活に役立つ本を
ピックアップ。児童コーナーやジュニアコーナーは本が
いっぱいで見つけるのが大変…。そんなときはこのコー
ナーから興味を広げるのもおすすすめです。
◆場所：本館　検索用パソコン隣
　（学校新聞が掲示しているスペースです！）
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●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合「ペンネームなし」で掲載いたします

●ご住所　□□□�－�□□□□

●電話番号（　　　）　　　－

お手数ですが

切手をお貼り

ください

8 ９ ９ ７ ４９２-

郵便はがき

志布志市役所��企画政策課

広報係　行
（No.167/201911)

地
球
温
暖
化
の
影
響
深
刻

　

最
近
で
は「
観
測
史
上
初
」や「
数
十
年
に
一
度
の
」な
ど
の
表
現
を
使
い
、

異
常
気
象
を
伝
え
る
報
道
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
以
前
か
ら
環
境
問

題
に
関
心
が
あ
り
、
環
境
問
題
に
関
す
る
講
演
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
地
球
の
気
温
や
海
面
上
昇
と
い
っ
た
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
つ
い

て
、
従
来
の
予
想
よ
り
大
き
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
、
世
界
自
然
保

護
基
金
と
地
球
温
暖
化
を
専
門
と
す
る
科
学
者
で
組
織
す
る
「
気
候
変
動
に

関
す
る
政
府
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）」
は
２
１
０
０
年
ま
で
に
地
球
の
平
均

気
温
は
１
・
５
度
～
６
度
上
昇
し
、
海
面
も
14
セ
ン
チ
～
80
セ
ン
チ
上
昇
す

る
と
の
報
告
書
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
過
去
１
０
０
年
で
日
本
の
気
温
は
１
度
近
く
上
昇
し
ま
し
た
が
、

こ
の
予
測
結
果
は
、
人
類
が
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
急
激
な
上
が
り

か
た
で
す
。
そ
の
影
響
で
、
世
界
各
地
で
大
規
模
な
異
常
気
象
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
２
０
０
３
年
日
本
は
記
録
的
な
冷
夏
で
し
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
は

熱
波
の
影
響
で
１
２
０
０
０
人
以
上
の
方
が
熱
中
症
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し

た
。
緯
度
で
比
較
す
る
と
、
北
海
道
の
は
る
か
北
に
位
置
す
る
フ
ラ
ン
ス
で

す
が
、
当
時
は
40
度
を
越
え
る
猛
暑
が
連
日
続
き
ま
し
た
。

　

世
界
の
気
候
災
害
の
数
は
、
１
９
８
０
年
代
と
比
較
す
る
と
約
３
倍
に

な
っ
た
と
の
統
計
結
果
も
あ
り
ま
す
。
７
月
に
九
州
南
部
全
域
で
被
害
が
発

生
し
た
大
雨
や
、
千
葉
県
を
は
じ
め
関
東
・
甲
信
・
東
北
地
方
で
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
た
台
風
15
号
・
19
号
な
ど
、
今
後
も
数
十
年
に
一
度
の
大
雨
や

過
去
最
強
ク
ラ
ス
の
台
風
襲
来
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

私
が
リ
サ
イ
ク
ル
に
注
力
し
た
こ
と
も
、
こ
の
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て

し
っ
か
り
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
私
た
ち
の
住
む
美
し
い
地
球
を
次
の
世
代
へ
つ
な
ぐ
た
め
に
も
、
今
後

も
環
境
問
題
に
つ
い
て
し
っ
か
り
考
え
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

市
長
コ
ラ
ム

下
平
晴
行

●
先
日
、
志
布
志
市
生
涯
学
習
講
演
会
「
地
元
の

笑
い
が
元
気
な
素
～
な
し
か
の
こ
こ
ろ
」
に
行
き

ま
し
た
。
吉
田�

寛
さ
ん
が
来
ら
れ
る
と
の
こ
と
で

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
講
演
会
の
内
容
も
笑

い
が
多
く
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

　

帰
り
際
に
吉
田
先
生
に
話
し
足
り
な
い
こ

と
が
あ
っ
た
の
で
、
吉
田
先
生
が
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
ー
を
さ
れ
て
い
る
大
分
県
の
ラ
ジ
オ

番
組
「
夕
方
な
し
か
」
に
投
稿
し
た
と
こ
ろ
、
１

通
目
に
紹
介
さ
れ
、
大
変
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

今
回
の
講
演
会
こ
と
も
番
組
内
で
お
話
し
て
い
た

だ
け
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
も
っ
と
も
っ
と
大
分

や
志
布
志
が
皆
さ
ん
の
記
憶
に
残
る
場
所
に
な
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム　

な
し
か　

40
代
女
性
）

▼
講
師
の
吉
田�

寛
さ
ん
の
笑
い
の
絶
え
な
い
素
晴

ら
し
い
内
容
に
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
も
元
気
を

も
ら
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ラ
ジ
オ
番

組
で
紹
介
さ
れ
、
よ
い
思
い
出
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

●
志
布
志
市
で
飲
ん
だ
お
茶
の
美
味
し
さ
に
感
動

し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
10
月
号
の
特
集
記
事
は

と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。
種
類
が
豊
富
だ
と
初
め

て
知
り
ま
し
た
。
急
須
で
入
れ
る
お
茶
が
一
番
な

の
で
、
ス
テ
キ
な
湯
の
み
が
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
志
布
志
市
に
ド
ラ
イ
ブ
し
て
、
お
茶
と
湯

の
み
を
ゲ
ッ
ト
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム　

も
も　

40
代
女
性
）

▼
市
外
か
ら
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
回
の
特
集
で
、
志
布
志
市
の
お
茶
の
こ
と

を
詳
し
く
知
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
嬉
し
い
で
す
。
ま
た
市
報
し
ぶ
し
で
11
月
の
茶

業
振
興
大
会
の
模
様
を
お
伝
え
し
ま
す
の
で
お
楽

し
み
に
！

きくなあれ大

ご家族からのメッセージ！

　車や電車が大好きな楓翔く

ん。ちょっと泣き虫なところも

あるけど一生懸命頑張る頑張り

屋さん。毎日みせてくれる笑顔

が大好きです。これからも元気

に、おおきくなってね。

　　楓
ふ う と

翔ちゃん（６歳）

志布志町安楽

ご家族からのメッセージ！

　お話がだいすきでお調子者の

綾仁。お兄ちゃんのことがだい

すきな睦太。

　２人の成長をとても楽しみに

しています。よく食べてよく寝

て大きくなあれ！

　　　綾
あ や と

仁ちゃん（５歳）

　　　睦
む っ た

太ちゃん（７か月）
有明町野井倉

ご家族からのメッセージ！

　甘えん坊だけど、突然お姉さ

ん気質を発揮します。最近はお

料理に興味津々でお手伝いした

い様です。笑顔やダンスにパパ

ママ、じいじばあば達も癒され

てるよ。そのまま可愛い女の子

で、すくすく育ってね。

　　妃
ひ よ り

依ちゃん（２歳）

志布志町安楽
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Ｑ .現在のお仕事について教えてください。
Ａ .�志布志東町郵便局に勤務し、主に郵便の窓口

を担当しています。郵便局は、郵便・貯金・保

険の３つの業務をこなさなければならないため、

大変ですが、周りの先輩方に支えていただきな

がら、楽しく仕事をしています。

Ｑ .趣味や好きなことは？
Ａ �. 趣味は温泉に行くことです。日頃はシャワーで済

ますことが多いので、休みの日は温泉でゆっくり

過ごしています。

Ｑ .これからの夢は？
Ａ �. １度も海外旅行に行ったことがないので、貯金

して海外旅行に行きたいです。

仁さん（24歳）
志布志町志布志

キラリ青春！
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●貿易船入港隻数：56 隻（日本０　外国 56）

●輸出：11 億 63 百万円

　主な品名：ゴム製品、原材料（木材）

●輸入：106 億 72 百万円

　主な品名：穀物（とうもろこし）、飼料（植物性油かす）

　令和元年９月末現在市 の 人 口 志 布 志 港 令和元年８月分

人口：３１，１６０人（▲ 3人）

男性：１４，８３２人（▲４人）

女性：１６，３２８人（＋１人）
転入：83 人　転出：72 人　出生：17 人　死亡：31 人

世帯数：１５，５４１戸（▲ 2世帯）

★アンケート★【11 月号で特に良かった記事・分かりにくかった記事があれば教えてください！】
　・良かった！：

　・分かりにくい…：

お便りお待ちしています！

市報しぶしを読んだ感想や今後取り

上げて欲しい特集、志布志市に対す

るご意見など何でもお好きなことを

書いてください（一部修正して掲載

する場合もあります）。

頂いたお便りは「市民のこえ」�コー

ナーに掲載します（お便りが多数の

場合には担当にて選考の上掲載しま

す）。個別の回答はいたしませんの

で、ご了承ください。

はがきでも応募できます。

　

点線に沿って切り取ってください→

読者プレゼントを　□希望する　□希望しない（該当する□にチェックを入れてください）

JR 日南線利用促進連絡協議会キャラクター「ニッチー」のトー

トバックとshibushiぽっぽマルシェオリジナルの缶バッチをセッ

トにして 5人の方にプレゼント。（応募締切：12 月２日消印有効）

今月の
読者プレゼント

（５名様）

ー題　字ー

博
ひ ろ み

心さん

香月小学校６年

ピアノと習字を習って

おり、今はピアノの発

表会に向けて課題曲を

練習中。将来は自衛官

になりたいとのことで

した。

区　分 鹿児島県 志布志市

発生件数 3 , 4 5 1 【 ▲ 8 2 6 】 6 4 【 ▲ ８ 】

死者数 4 2 【 ▲ １ 】 １ 【 ▲ 1 】

傷者数 4 , 0 0 2 【 ▲ 1 , 0 1 4】 7 3 【 ▲ ７ 】

交 通 事 故 発 生 状 況
2019 年９月末現在累計（2019 年１月～９月） 

 ※【　】は昨年比

大隅曽於地区消防組合

Net119 緊急通報システム

◆登録方法：
● 事前登録が必要。二次元コードを読み取るか【r.ohsumisoh@net119.speecan.jp】に空メールを送信。
●送られてきたメールの URL にアクセスし、必要事項を入力し送信。
● 申請内容が確認されると、登録完了 ID/ パスワードが記載されたメールが届きます。
■問い合わせ先：大隅曽於地区消防組合　消防本部警防課　℡ 099-482-0119　ホームページ　http://www5.synapse.ne.jp/fdsoh/

Net119 緊急通報システムとは、聴覚や言語機能の障がいによって音声
での会話が困難な方が大隅曽於地区消防組合へ、スマートフォンなど
からインターネットを利用して 119 番通報ができるサービスです。

【対象者】●曽於市・志布志市・大崎町に在住している方　●聴覚・言語機能に障がいがあり、音声電話による通報が困難な方

【
編
集
後
記
】

　

今
回
は
、
５
月
に
伊
﨑
田
中
学

校
の
化
粧
ま
わ
し
作
り
を
知
っ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
市
立
幼
稚

園
や
小
・
中
学
校
の
取
組
を
取
材

し
、
特
集
を
作
成
し
ま
し
た
。
土

日
の
イ
ベ
ン
ト
や
私
事
も
重
な

り
、
記
事
が
完
成
す
る
か
不
安
で

し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
方
の
サ

ポ
ー
ト
で
出
来
上
が
っ
た
紙
面
だ

と
思
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
だ
ん
だ
ん
肌
寒
く
な
り
、

秋
の
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
ね
。
体
調
に
気
を
つ
け
て
、

秋
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
（
牛
込
）

こちらのコーナーは
インターネット版では
ご覧いただけません。
ご了承ください。
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スポーツ少年団の活
動

　　　　　　　を紹
介します！

平成31年度は

スポーツ少年団の活
動

　　　　　　　を紹
介します！

平成31年度は

広
告

広
告

広
告

広
告

広
告

広
告
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鹿
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志
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w
.city.shibushi.lg.jp

℡
：

099-474-1111　
Fax ：

099-474-2281

【暮らしのカレンダー】

●固定資産税（４期）　●国民健康保険税（７期）

●介護保険料（７期）　●後期高齢者医療保険料（７期）

納期限：12月２日（月）　口座振替：11 月 25日（月）

今
月
の
納
税

水 道 修 繕 当 番 店
志布志地域 有明地域

11 月 12 日～ 18 日 高 吉 組
℡472-0721

山 中 水 道
℡474-1440

11 月 19 日～ 25 日 崎 田 建 設
℡473-0050

池 崎 建 設
℡475-2068

11 月 26 日～ 12 月２日 志布志水道
℡472-3540

郡 山 工 業
℡475-0008

12 月３日～９日 宮 崎 水 道
℡472-1081

西 江 建 設
℡474-2113

12 月 10 日～ 16 日 高 吉 組
℡472-0721

山 中 水 道
℡474-1440

松山地域
11 月 半下石建設 ℡487-8706

12 月 イ ケ ダ ℡487-8771

■問い合わせ先：
　水道課　工務係
　℡ 472-1111

11 月

13 日 水

●農業用廃プラスチック回収
　�（9：00 ～ 12：00、13：00 ～ 15：00
　有明：伊﨑田 FA茶工場　松山：農協選果場）
●心配ごと相談【志布志】※１
　（10：00 ～ 15：00　健康ふれあいプラザ）

14 日 木

●農業用廃プラスチック回収※２
　�（9：00 ～ 12：00、13：00 ～ 15：00
　志布志：農協選果場【松山町】）
●しぶし子育てサロン
　（10：00 ～ 11：30　健康ふれあいプラザ）

15 日 金

16 日 土

17 日 日

18日 月

19日 火

●心配ごと相談【松山】※１
　（10：00 ～ 15：00　老人福祉センター）
●大隅地域司法書士無料法律相談※３
　（13：00 ～ 15：00　志布志支所５階会議室

20日 水

●心配ごと相談【有明】※１
　（10：00 ～ 15：00　シルバーワークプラザ）
●鹿児島県茶業振興大会 in 志布志市
　（10：00 ～ 15：30　志布志港横若浜中央緑地）
●女性支援相談室
　（13：00 ～ 17：00　新橋地区公民館）

21 日 木

●行政相談※３
　（10：00 ～ 15：00　志布志支所５階会議室）
●つどいの広場
　（10：00 ～ 12：00　やっちくふれあいセンター）

22 日 金
●子育て講座
　（10：00 ～ 12：00　健康ふれあいプラザ）

23 日 土
●志の福祉・ボランティア大会
　（出店11：00～　式典13：00～　市文化会館）

24 日 日

25日 月
●こころの健康づくり相談会※４
　（14：00 ～ 16：00　松山支所応接室）

26 日 火

27日 水

●心配ごと相談【志布志】※１
　（10：00 ～ 15：00　健康ふれあいプラザ）
●松山子育てサロン　のびのびすくすく
　（10：00 ～ 15：00　老人福祉センター）
●移動年金相談所※５
　（10：00 ～ 15：00　志布志支所５階会議室 )

28日 木

29日 金

30日 土

●働きたいママの再就職セミナー &お仕事相談カフェ
　（13：00 ～ 16：00　健康ふれあいプラザ）
●志布志イルミネーション（～１月５日まで）
　（点灯式　17：30 ～　鉄道記念公園）
◆点灯時間　17：00 ～ 23：00　
　（クリスマス・年末年始のみ 26：00 まで）　

12 月

１日 日

● Shibushi ぽっぽマルシェ
　（10：00 ～ 16：00　ＪＲ志布志駅前）
　※串間駅広場とのつながるマルシェ開催
●フクロハイゴケ・とどろ渓谷の観察会
　�（9：30　安楽山宮神社駐車場集合　12：30
終了予定　しぶし自然愛好会主催）　

２日 月

３日 火

●心配ごと相談【松山】※１
　（10：00 ～ 15：00　老人福祉センター）
●子育て講座
　（10：00 ～ 12：00　やっちくふれあいセンター）
●大隅地区司法書士法律相談※６
　（13：00 ～ 15：00　本庁３階会議室）

４日 水 ●女性支援相談室
　（13：00 ～ 17：00　志布志支所５階会議室）

５月 木 ●心配ごと相談【有明】※１　
　（10：00 ～ 15：00　シルバーワークプラザ）

６日 金
●�特設人権相談
　�（10：00 ～ 15：00　有明地区公民館、泰野地
区公民館、志布志支所５階会議室）

７日 土 ●クリスマス &ファミリーコンサート※７
　（10：00 ～ 12：00　志ふれあい交流館）

８日 日

９日 月

10日 火

※１予約不要・相談料無料（市社会福祉協議会）
※２詳しくは 18 ページをご覧ください。　　
※３事前予約制　志布志支所地域振興課　℡ 472-1111（内線 352）
※４事前予約制　本庁保健課健康支援係　℡ 474-1111（内線 166・170）
※５事前予約制　本庁または各支所国民年金担当係まで
※６事前予約制　本庁総務課文書法制係　�℡ 474-1111（内線 224）
※７要申込（12 月５日まで）はぐくみランド　℡ 472-8993

令和元年度 滞納処分等実施状況
　差押えを実施した件数

（2019 年４月～９月）

1 4 4件
●債 権：40 件
●不動産：４件
●給　与：33 件
●預 貯 金：67 件


